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深海には硫化水素を含む高温の熱水が噴出している場所(熱水噴出孔)がある。

熱水噴出孔には多くの無脊椎動物が生息している。熱水噴出孔に生息する生物

は、鯛などに共生する化学合成バクテリアを介して硫化水素のような化学エネ

ルギーを利用することで、その特殊な環境に適応していると考えられている。

一方、熱水噴出孔の活動は永続的ではなく、さらにその分布は点在しているた

め、無脊椎動物がどのように分散しているのかよくわかっていない。

そこで本研究では、深海熱水噴出孔生物のなかでも大西洋や太平洋に広く分

布しているオハラエピ（』んi"occwMo岬、s"is）（オハラエピ科）を材料とし、
その環境適用様式と分散過程を明らかにすることを目的とした。八重山諸島沖

の鳩間海丘にて深海調査艇を用いてオハラエピを採取し分子系統解析を行った。

オハラエピのＣＯIならびに１８ＳｒＲＮＡ遺伝子による系統解析の結果、オハラ

エピは浅海性のテナガエピ科と単系統を示し、その起源が浅瀬に生息するエビ

である可能性が示唆された。また、相模湾に生息するオハラエビのＣＯI遺伝子

配列と全く同じであったことから、八重山諸島沖から相模湾へ黒潮に乗って長

距離分散を行ったと考えられた。

オハラエピのエラから抽出したＤＮＡを用いて、そこに共生する可能性がある

バクテリアの分子系統解析を行った。その結果、得られたクローンの７０％以上

がイプシロンープロテオバクテリアに属する化学合成バクテリアと単系統を示

した。このことは、オハラエピが化学合成バクテリアと何らかの共生関係にあ

ることを示唆している。

無脊椎動物と化学合成バクテリアの共生関係は比較的よく研究されている

が、共生バクテリアの獲得方法についてはそれほど知られていない。獲得方法

は大きく、親から子への垂直伝播と外環境から獲得する水平伝播の２つが考え

られる。外環境から獲得している場合、共生バクテリアは外環境中のバクテリ

アと相同性が高く、強い単系統を示すと予想される。そこで今回、オハラエビ

と同時期に採集した鳩間熱水噴出孔の海水と堆積物からバクテリアの系統解析

をし、オハラエビの共生バクテリアと外環境バクテリアとの比較をした。その

結果、オハラエビの共生バクテリアと相同性の高いバクテリアが鳩間海丘環境

から得られたことから、オハラエビは外環境からバクテリアを獲得している可

能性が示唆された。また、オハラエビの共生バクテリアと相同性の高い外環境

のバクテリアは相模湾で採集されたバクテリアとも相同性が高かった。したが

って、オハラェビの鳩間海丘から相模湾への分散は、共生バクテリアと成り得

るバクテリアを相模湾の深海底からも獲得できたことによって達成されたのか

もしれない。


